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研究成果の概要（和文）：高齢者の身体機能低下の大きな要因として入院加療があり、入院中の身体活動量の低
下がその大きな要因であることが指摘されている。本研究代表者は、入院中の身体活動量モニタリングが、身体
機能低下の予防に有用なのではないかと考えた。そこで、①多人数の身体活動量を１画面でモニターできるシス
テムを開発し、②開発した多人数モニタリングシステムの導入が、入院中の心疾患患者の運動機能維持に有効で
あるかパイロット研究で検証することを本研究の目的として実施した。
①の成果として、活動量計をリーダーにかざし日々の活動量を一覧で把握出来るダッシュボードを作成した。そ
の後、本システムを用いた単施設のパイロット研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：Hospitalization is a major cause of decline in physical function in the 
elderly. The lack of physical activity and movement is a critical factor contributing to this. The 
researcher thought that close monitoring of physical activity during hospitalization might be useful
 in preventing this decline. Therefore, the objectives of this study were: 1) to develop a 
single-screen system that can monitor the physical activity of a set of patients, and 2) to examine 
in a pilot study whether the implementation of the developed multi-patient monitoring system is 
effective in improving physical activity of hospitalized patients with heart disease.
We created a dashboard that allows medical staff to monitor the amount of daily activity by holding 
an accelerometer over a reader. We then conducted a pilot study at a single facility using this 
system.

研究分野： リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、その成果物として多人数身体活動量管理システムを開発した。本システムは、医療従事者が入院中
の患者の身体活動量を一覧で把握することを可能とした。また、患者の側からは、日々、身体活動量計をリーダ
ーにかざすだけで自分の入院中の身体活動量の推移を把握出来るため、大きな体力低下が生じる前に気づき、改
善することが出来る様に工夫されている。本システムが普及することにより、入院・安静に関連した身体機能の
低下を可能な限り回避することが出来、介護予防やより円滑な社会復帰につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

1980 年代以降、治療薬の進歩により心不全患者の生命予後は飛躍的に改善した。しかし、

心不全はあらゆる心疾患の終末像であり、根治は未だ困難である。心不全は加齢に伴い発症

率が増加し、かつ、再増悪による入院の頻度が極めて高い疾患の 1 つである。本邦の代表的

なコホート研究では、平均 2 年間の経過観察中に 36.3%の患者が再入院することが分かっ

ており、高齢者においては再入院率はさらに高い。前例のないスピードで高齢化を迎えた本

邦では，心不全患者の運動機能や身体活動量をいかに保持し、再入院や介護予防につなげる

かが喫緊の課題である。 

しかし、日常臨床では医療者による入院患者の身体活動量評価が定量的に行われておら

ず、医療者が身体活動量の低下を把握できていない可能性が高い。本研究の代表者は、ここ

に大きな問題があると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、①多人数の身体活動量を１画面でモニターできるシステムを開発する

こと、②開発した多人数身体活動量モニタリングシステムの導入が、入院中の心疾患患者の

運動機能維持に有効であるかパイロット研究で検証することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

① 多人数身体活動量モニターの開発について 

 多人数身体活動量モニターの開発にあたり、複数の企業との交渉を進めた。作成にあたり、

患者の個人情報等を登録して運用する必要があることから、非インターネット環境で使用

可能なシステムであること、データ収集にあたり、患者およびスタッフの労力を最小限にす

ることができることを最優先の機能として重視した。 

 

② 多人数身体活動量モニタリングシステムを用いたのパイロット研究 

研究デザイン：単施設無作為化評価者ブラインド比較対照試験 

研究対象：北里大学病院心臓血管センターに入院し、心臓リハビリテーション室で運動

療法を開始した 18 歳以上の心血管疾患患者４６例 

介入群および対照群の実施内容：介入群は、現在日常診療で行われている日本循環器学

会の診療ガイドラインに準じた心臓リハビリテーションに加え、活動量モニタリング装

置を用いて多人数の身体活動量が一覧で把握できるようにし、医療従事者が日々の患者

教育に用いることができるようにした。 

対照群は、介入群と同様のガイドラインに基づく心臓リハビリテーションを施行した。 

プライマリーのアウトカム指標は、退院前 7日間の身体活動量の平均値とした。 

 

４．研究成果 

① 多人数身体活動量モニターシステムの開発について 

最終的に図１に示した様なシステムを開発した。本機器では、患者に貸与した NFC 通信機

能付き活動量計をリーダーにかざし、日々の患者の活動量を収集する。収集された活動量を



病棟やリハビリテーションに関わるスタッフが一覧で把握出来るように、図２の様なダッ

シュボードを作成した。 

 

図 1 多人数身体活動量モニターシステム 外観 

 

 

図 2 多人数身体活動量モニターシステム ダッシュボード 

 

 本ダッシュボードでは、任意の期間や件数、病棟やチーム、担当療法士などをあらかじめ

登録しておくことで、自身の把握すべき患者の身体活動量を即座に把握することができる。

また、あらかじめ設定したアラート基準値を下回った場合、それらの患者を一覧で表示させ

ることが出来る。その他に、患者へのフィードバック用の個人の身体活動量のトレンド表示

などの画面を作成した。 

 また、上記のダッシュボードを用いた患者指導をベッドサイドやリハビリテーション中

など様々な場面でフィードバックを行えるように、タブレット端末へ有線で同期して表示

をさせるシステムを搭載させた。 

 また、上記のシステムを 2019 年度に特許出願を行った。[特願２０２０－２６４０８] 

 

② 多人数身体活動量モニタリングシステムを用いたのパイロット研究 

 パイロット研究の開始は 2020 年の新型コロナウィルスのパンデミックにより、症例集積

の開始時期を遅らさざるを得なかった。2020 年中頃より症例集積を開始し、2021 年 3 月末

日現在で 26 例の症例を取り込むことができた。現在、倫理委員会にパイロット研究の取り

込み期間の延長申請をすませ、残る 20例の集積を継続している段階である。 



現時点までに取り込まれた対象者は、平均年齢 68±11 歳、女性 40%であり、身体活動量配

布時の平均歩行速度は 1．06±0.04 m/sec と軽度に歩行速度が低下した患者が対象に含ま

れている。身体活動量の比較については、本試験でのプライマリーアウトカムの中間解析は、

研究計画において予定されていないため、プロトコールを遵守するために現時点では実施

していない。 

 主観的な感想としては、本システムを用いた介入群の患者からは、日々の身体活動量をリ

ハビリテーション室で毎日かざし、モニターすることにより、入院中に低下しがちな身体活

動量を日々確認することが出来て、モチベーションの維持につながるとの感想が得られて

いる。 

 今後は、本研究で行ったパイロット研究の成果をもとに、多施設前向き介入研究を計画し、

実施予定である。 
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